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 電子情報工学科藤原正敏先生は、平成９年度より平成１２年度までの４年間、総合情報処理セ
ンター長として教育用電子計算機システムの運用、校内 LAN 環境のインフラ整備などにご尽力
いただいた。先生は、昨年、情報処理教育へのご功績をたたえる朗報が続き、Ｗ受賞の栄誉に輝
かれた。本誌の紙面をお借りして、先生の受賞をお祝いする。 
 「ネットワーク社会における情報の活用と技術」（津山工業高等専門学校岡田正先生、千里金蘭
大学高橋参吉先生、藤原正敏先生編著、実教出版）の刊行に対して、三先生方は情報処理教育の
発展への貢献が大きいとして高等専門学校情報処理教育研究委員会委員長平成１７年度特別表彰
（平成１７年８月２３日）の栄誉に輝かれた。ついで、三先生方は、平成１６年度日本工学教育
協会著作賞を受賞された（平成１７年９月９日）。本賞の受賞は、上述の書籍の刊行に対して、新
しい「情報教育」に対応したテキストの刊行を讃えられたことによる。 
 藤原正敏先生は、本校電気工学科（現在は電気電子工学科）の教員の後、平成３年４月からは
電子情報工学科の教員としてご活躍され、平成１５、１６年度には電子情報工学科１年「情報基
礎」で今回の受賞対象になったテキストを用いて情報処理教育を実践された。 
 先生は、このほどご定年を迎えられ、平成１８年３月末日をもってご退職される。遅ればせな
がら教員室にお訪ねし受賞のお祝いを申し上げ、これを機会にいろいろとお話をうかがった。 
高等専門学校情報処理教育研究委員会東海・北陸地区委員を務められたときに各高専委員の先
生方との交流が深められたこと、その中で高専の LAN環境の更新の言いだしっぺになったこと、
これがやがては Gbit LANで陽の目をみたことを思い出深く語られた。また、平成６年度には高
等専門学校情報処理教育研究発表会を実行委員長として福井市で開催し、盛況であったこと、そ
の際のご苦労などを熱く語られた。総合情報処理センター長の職にあたられた当時のこととして
平成１２年度からの教育用電子計算機システムのレンタル更新にあたり仕様書作りや機種選定お
よび導入に苦労したこと、総合情報処理センターの運用をサポートできるスキルを有した人材を
結集するセンタースタッフ制へ移行したことなどをあげられた。その他に校内用デジタル交換機
の導入をあげられた。 
これからの本校において重要となることは何かをお聞きすると、一つはコンピュータを使った
情報活用能力だけでなく、コンピュータ内の情報整理能力も大事であると言われた。次に、
e-Learningのコンテンツ作りが大事であるし、ぜひ全学的にデジタルコンテンツ作りを進めてい
ってほしい、e-Learning向きの教室が必要だなどとおっしゃった。また、e-Learningの学習環境
を含めインテリジェント・スクール化構想へと展開し、話は尽きなかった。 
 最後に、藤原正敏先生にまつわるエピソード(これらは、「藤原語録」と称されてきた)を３つば
かり紹介して、先生の労をねぎらいたい。 
 「『紙と鉛筆』、着想、アイデアなんでもその源泉は紙と鉛筆から。」 
 「『フェース toフェース』、ペーパレス化も良し悪し。良好なコミュニケーションは言葉でのコ
ミュニケーションから。」 
 「『情報処理能力、情報活用能力』、コピペ（copy & past）、カトペ（cut & past）に頼りすぎ
ていないか。」 
